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＝ 独立行政法人「福祉医療機構（ＷＡＭ）」平成２１年度助成事業 ＝ 

① 北九州圏内の授産施設・小規模作業所などを対象とした実態調査 
７月から９月にかけて施設を対象にアンケート調査と現地ヒヤリング調査を実施しました。

この調査には大変忙しい中で、７２施設に協力していただきました。アンケート調査の内容は、

施設での下請け作業や自主製品の製作・販売の実態と今後の意向、ボランティアの受け入れの

実態と要望、余暇活動・地域交流活動と外出行動の実態、街づくりへの要望などでした。 

 

② 折尾駅前「ゆめ広場」での月１回の授産品バザーの開催 
施設で作られた数々の授産品のバザーを１０月から３月まで毎月第３土曜日に「ゆめ広場」

で開催しました。また１１月３日には九州女子大学祭に出店させていただきました。 

これら合計７回のバザーによる売り上げの総額は４６８，５１５円になり、その全額を出品

した１５施設に還元しました。このバザーを開催することによって、多くの市民の皆さんに、

手作り授産品の高い品質と創意工夫を凝らした魅力を知っていただくことができたのではな

いかと思います。またこれから機会があれば「ゆめ広場」などで開催したいと考えています。

 

③ アンケート調査・現地ヒヤリング調査をまとめた「架け橋ガイドブック」の発行 
このガイドブックの内容は、個別施設の紹介欄、関心ある事項別の施設検索一覧表、アンケ

ート調査集計結果、ボランティアをしてみようと思う人へのメッセージなどからなっていま

す。１３００部を発行して、各障害者施設、市民センター、福祉関係団体、ボランティア団体、

大学、マスコミ機関などに無料で配布しました。まだ残部がありますので、希望者は本会事務

局までご連絡ください。 

 

 今回の事業に取り組む中で、私たちは数多くの障害者施設の方々のご協力を得ることができ、

これからの交流の絆をつなぐことができました。また北九州市役所、福祉関係団体、ボランティア

団体にもご指導ご援助をいただき、無事にこの助成事業を終えることができました。厚く御礼申し

上げます。 

 この事業で学んだことや考えたことは、これから先も障害者施設とボランティア団体や地域住民

を結び、人にやさしい街づくりを協働で進めていくために生かしていきたいと思います。 

今後とも、ご支援のほどよろしくお願いいたします。 

独立行政法人福祉医療機構「長寿・子

 

「安心して、みんなで街に出かけよう」事業実行委員会 一同
育て・障害者基金」助成事業 後援：北九州市、北九州市社会福祉協議会 
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